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エネルギーデータ科学に基づく予測・最適化と地域の脱炭素評価
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◼ エネルギーデータ科学
◼ エネルギーマネジメントシステム
◼ 電力・エネルギーシステム
◼ 機械学習
◼ 再エネ・需要予測
◼ 数理最適化
◼ 分散型エネルギー資源
◼ 炭素強度
◼ デジタルツイン

電力系統，地域エネルギーシステム，住宅，ビル，工場，再エネ発電設備，蓄電池，電気自動車，充電設備，

電動車両の運行拠点 など

• 時系列解析・機械学習による発電量・電力需要予測
• 不確実性と設備制約を考慮した数理最適化によるシステム運用計画
• 分散型エネルギー資源の協調運用・電気自動車などの充放電計画
• エネルギーデータの解析・モデル化・システムシミュレーション

• 再エネ・蓄電池を活用した地域・施設のエネルギーマネジメント
• 仮想発電所（VPP）・需要応答（DR）への活用
• 電気自動車の充電計画と車両運用の連携
• 脱炭素化に向けた設備導入・運用方法の評価

再エネ出力の予測と不確実性の評価
再エネ出力の不確実性の予測．時
間帯によって異なる予測の不確実性
や変動の時間的推移傾向を捉え，
風力発電と揚水発電の協調運用など，
設備制約を考慮した運用計画へ．

電力ビッグデータによる地域の脱炭素特性の評価
国内424自治体・約2,200万需要契約のスマートメータデータから，電力の炭
素強度と需要増加に対する炭素強度の感度を評価．現在の炭素強度が同程
度でも需要感度は地域によって異なることを示し，現在の排出水準だけでは捉
えられない地域の脱炭素特性を可視化．地域特性に応じた脱炭素施策の検
討を支援．

• Y. Fujimoto, S. Sugano, M. Mitsuoka, Y. Ihara, S. Shimokawa, Y. Hayashi, “Hidden Heterogeneity within
Low-carbon Cities via Demand-Sensi tive Carbon Intensity”, Research Square (preprint), (2026)
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市区町村ごとの電力の炭素強度と

需要増加に対する感度の関係

スマートメータデータ
(約2,200万需要契約から収集)

気象衛星データ

各エリアの電力供給の電源種別の比率

◼市区町村ごとの
電力需要・供給
を推計

◼電力の炭素強度，
および需要変化
に対する感度を
比較

風力発電出力の確率分布予測

バランシンググループ運用による収益性改善の一例 (代表論文3より)

バランシンググループの一例

風力発電

揚水発電

期待収益を最大化する
前日運用計画

◼風力発電出力・
電力市場価格
の予測に基づく
揚水発電の稼
働計画の導出
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